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平成 26 年 12 月期 第２四半期累計期間業績予想と実績との差異 

及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 26 年２月 13 日の決算発表時に公表いたしました平成 26年 12 月期 第２四半期累計期間(平成 26 年

１月１日～平成26年６月30日)の業績予想と本日公表の実績に差異が生じましたので､お知らせいたします。 

また、最近の業績動向を踏まえ、平成 26 年 12 月期 通期(平成 26 年１月１日～平成 26 年 12 月 31 日)の

業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１.平成26年12月期 第２四半期累計期間 業績予想と実績との差異(平成26年１月１日～平成26年６月30日) 

（１）平成 26 年 12 月期 第２四半期連結累計期間 連結業績予想と実績との差異 

 （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 １株当たり四半期純利益

前 回 発 表 予 想（Ａ） ２２，４００ ５４０ ５９０ ３２０ ３円１１銭

実 績 値（Ｂ） ２２，４７０ ８５ ２３４ １１６ １円１３銭

増 減 額（Ｂ－Ａ） ７０ △４５５ △３５６ △２０４ 

増 減 率（％） ０．３ △８４．３ △６０．３ △６３．８ 

(ご参考）前期第２四半期実績 
 (平成 25 年 12 月期第２四半期)  

２１，７０７ ６６２ ７０５ ４８０ ４円６７銭

 

（２）平成 26 年 12 月期 第２四半期累計期間 個別業績予想と実績との差異 

 （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 １株当たり四半期純利益

前 回 発 表 予 想（Ａ） ２１，０００ ５４０ ５８０ ３１０ ３円０１銭

実 績 値（Ｂ） ２１，１１３ ９２ ２２０ １０３ １円０１銭

増 減 額（Ｂ－Ａ） １１３ △４４８ △３６０ △２０７ 

増 減 率（％） ０．５ △８３．０ △６２．１ △６６．８ 

(ご参考）前期第２四半期実績 
 (平成 25 年 12 月期第２四半期) 

２０，４１５ ６７０ ６９４ ４６８ ４円５５銭

 



  

 

２.平成 26 年 12 月期 通期 業績予想の修正（平成 26 年１月１日～平成 26 年 12 月 31 日） 

（１）平成 26 年 12 月期 通期 連結業績予想の修正 

 （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益

前 回 発 表 予 想（Ａ） ４５，１００ １，１２０ １，１７０ ６６０ ６円４１銭

今 回 修 正 予 想（Ｂ） ４５，１００ ６５０ ８２０ ４７０ ４円５６銭

増 減 額（Ｂ－Ａ） ― △４７０ △３５０ △１９０ 

増 減 率（％） ― △４２．０ △２９．９ △２８．８ 

(ご参考）前 期 実 績 
 (平 成 25 年 1 2 月 期 ) 

４３，８９５ ７７９ ７８６ ５１４ ５円００銭

 

（２）平成 26 年 12 月期 通期 個別業績予想の修正 

 （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益

前 回 発 表 予 想（Ａ） ４２，１００ １，１００ １，１４０ ６４０ ６円２１銭

今 回 修 正 予 想（Ｂ） ４２，２００ ６５０ ７８０ ４４０ ４円２７銭

増 減 額（Ｂ－Ａ） １００ △４５０ △３６０ △２００ 

増 減 率（％） ０．２ △４０．９ △３１．６ △３１．３ 

(ご参考）前 期 実 績 
 (平 成 25 年 1 2 月 期 ) 

４１，１９３ ７８４ ７３４ ４６５ ４円５２銭

 
 

３.業績予想と実績との差異及び業績予想修正の理由 

当第２四半期累計期間の業績につきましては、大手流通の低価格志向、円安による原材料価格の上昇

により非常に厳しい環境で推移いたしました。このような状況のなか、当社グループは市場ニーズを的

確に捉えた製品開発と販売活動を推進するとともに生産体制の効率化とコスト削減等の業務改善活動を

推し進めました。 

この結果、売上高は微増となりましたが、利益面では原材料価格に加えてユーティリティ費用等の上

昇による影響を吸収することができず、営業利益、経常利益、四半期純利益はいずれも予想数値を下回

ることとなりました。 

通期の業績予想につきましては、大手流通の低価格志向による競争の激化、さらに円安による原材料

調達コストの上昇等により、今後も厳しい状況で推移するものと思われます。このような事業環境のな

か、経営全般にわたる更なるコスト削減を強力に推進してまいりますが、通期における営業利益、経常

利益、当期純利益は、いずれも前回の予想を下回る見通しとなりました。 

 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以  上 


